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野村日本債券インデックス 
（野村SMA・EW向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第７期（決算日2021年12月６日） 
 

作成対象期間（2020年12月８日～2021年12月６日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券／インデックス型 
信 託 期 間 2015年３月12日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが国の公社
債に実質的に投資し、NOMURA-BPI総合（NOMURA-ボンド・パフォーマンス・インデックス総合）の動きに連動する投資成果を目指して
運用を行ないます。 

主な投資対象 
野村日本債券インデックス 

（野村SMA・EW向け） 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、公社債等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の公社債を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村日本債券インデックス 
（野村SMA・EW向け） 

株式への直接投資は行ないません。株式への投資は、転換社債を転換したもの等に限り、株式への投資
割合は信託財産の純資産総額の５％以内とします。 
外貨建資産への投資は行ないません。 

マザーファンド 
株式への投資は行ないません。 
外貨建資産への投資は行ないません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

NOMURA-BPI 
総 合 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

３期(2017年12月６日) 10,445 5 △0.4 379.946 △0.2 99.1 － 6,293 

４期(2018年12月６日) 10,479 5 0.4 382.136 0.6 99.4 － 13,220 

５期(2019年12月６日) 10,655 5 1.7 389.630 2.0 98.9 － 18,090 

６期(2020年12月７日) 10,565 5 △0.8 387.305 △0.6 98.9 － 21,555 

７期(2021年12月６日) 10,554 5 △0.1 388.012 0.2 99.4 － 27,496 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

NOMURA-BPI総合は、野村證券株式会社が作成している指数で、当該指数に関する一切の知的財産権とその他一切の権利は野村證券株式

会社に帰属しております。また、野村證券株式会社は、当該インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、ファ

ンドの運用成果等に関して一切責任を負うものではありません。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

N OM U R A - B P I 
総 合 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年12月７日 10,565 － 387.305 － 98.9 － 

12月末 10,559 △0.1 387.203 △0.0 99.3 － 

2021年１月末 10,532 △0.3 386.252 △0.3 99.2 － 

２月末 10,442 △1.2 383.056 △1.1 99.5 － 

３月末 10,513 △0.5 385.724 △0.4 99.5 － 

４月末 10,531 △0.3 386.440 △0.2 99.2 － 

５月末 10,534 △0.3 386.621 △0.2 99.2 － 

６月末 10,537 △0.3 386.903 △0.1 99.6 － 

７月末 10,588 0.2 388.809 0.4 98.6 － 

８月末 10,577 0.1 388.461 0.3 99.3 － 

９月末 10,539 △0.2 387.116 △0.0 99.1 － 

10月末 10,527 △0.4 386.721 △0.2 99.4 － 

11月末 10,549 △0.2 387.655 0.1 99.1 － 

(期  末)       

2021年12月６日 10,559 △0.1 388.012 0.2 99.4 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2020年12月７日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、NOMURA-BPI総合です。ベンチマークは、作成期首（2020年12月７日）の値が基準価額と同一となるように計算して

おります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当運用期間では、国内債券利回りは上昇（価格は下落）となりましたが、利金収入により債

券リターンはプラスとなりました。信託報酬等により、基準価額は下落しました。 
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野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

○投資環境 

日銀による金融緩和策が継続する一方で、FRB（米連邦準備制度理事会）による早期の利上

げ開始や、ECB（欧州中央銀行）による金融緩和縮小に対する懸念が高まったことを受けて外

国債券利回りが上昇したことなどを背景に、当運用期間では国内債券利回りは小幅に上昇（価

格は下落）しました。なお、債券リターンは利金収入によりプラスとなりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）］ 

NOMURA-BPI総合の動きに連動した投資成果を得るために、国内債券NOMURA-BPI総合 マ

ザーファンドへ投資しました。当運用期間を通じてマザーファンドの組入比率を高位に維持し

ました。 

 

［国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド］ 

NOMURA-BPI総合の動きに連動する投資成果を目指して運用を行ない、満期構成、種別構成、

デュレーション（金利感応度）、流動性などを考慮して選択した債券に分散投資しました。指

数構成銘柄に変更がある毎月末において、ファンドの特性値（デュレーションなど）を指数に

合わせるようにポートフォリオのリバランス（投資比率の再調整）を行ないました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当運用期間の基準価額の騰落率は－0.1％と

なり、ベンチマークの＋0.2％を0.3ポイント下

回りました。主な差異要因は以下の通りです。 

 

（マイナス要因） 

コスト負担（当ファンドの信託報酬や債券取

引に伴うコスト）が生じること。 

 

（その他要因） 

ベンチマークとファンドで評価時価に違い

があること。 
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野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

◎分配金 

（１） 収益分配金は基準価額の水準などを勘案し決定しました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 

2020年12月８日～ 
2021年12月６日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.047％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 553  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）］ 

当ファンドでは引き続き、国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンドの組入比率を高位に

保つことでNOMURA-BPI総合との連動をできる限り高めるように運用を行なってまいります。 

 

［国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド］ 

当ファンドでは引き続き、債券組入比率を高位に保ち、指数構成銘柄に変更がある毎月末に

おいて、ファンドの特性値（デュレーションなど）を指数に合わせることで、NOMURA-BPI総

合との連動をできる限り高めるように運用を行なってまいります。 
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野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

○１万口当たりの費用明細 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 27  0.252  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (17)  (0.165)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 6)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 27   0.254    

期中の平均基準価額は、10,535円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.26％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

○売買及び取引の状況 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド 6,554,033 8,710,275 2,125,765 2,823,452 

 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

 

＜野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 246,354 1,117 0.5 118,787 1,256 1.1 

平均保有割合 3.2%       
 
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － 0 － 当初設定時における取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2021年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド 16,201,947 20,630,215 27,493,888 
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

○投資信託財産の構成 (2021年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド 27,493,888 99.8 

コール・ローン等、その他 62,171 0.2 

投資信託財産総額 27,556,059 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 27,556,059,305   

 コール・ローン等 49,143,940   

 国内債券NOMURA-BPI総合 マザーファンド(評価額) 27,493,888,600   

 未収入金 13,026,765   

(B) 負債 59,426,487   

 未払収益分配金 13,026,765   

 未払解約金 13,815,679   

 未払信託報酬 32,303,178   

 未払利息 32   

 その他未払費用 280,833   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 27,496,632,818   

 元本 26,053,530,077   

 次期繰越損益金 1,443,102,741   

(D) 受益権総口数 26,053,530,077口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,554円 
 

（注）期首元本額は 20,403,751,316円、期中追加設定元本額は

10,678,548,228円、期中一部解約元本額は5,028,769,467円、１口

当たり純資産額は1.0554円です。 
 

○損益の状況 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       11,291   

 支払利息 △       11,291   

(B) 有価証券売買損益 62,977,665   

 売買益 97,250,744   

 売買損 △   34,273,079   

(C) 信託報酬等 △   61,713,763   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,252,611   

(E) 前期繰越損益金 9,120,737   

(F) 追加信託差損益金 1,445,756,158   

 (配当等相当額) (    957,321,564)  

 (売買損益相当額) (    488,434,594)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,456,129,506   

(H) 収益分配金 △   13,026,765   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,443,102,741   

 追加信託差損益金 1,445,756,158   

 (配当等相当額) (    964,334,534)  

 (売買損益相当額) (    481,421,624)  

 分配準備積立金 320,961,243   

 繰越損益金 △  323,614,660   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
 

 

  



品 名：90001_140625_007_02_野村日本債券インデックス（野村 SMA・EW 向け）_896459.docx 

日 時：2022/1/6 9:51:00 

ページ：9 

 

－ 9 － 

野村日本債券インデックス（野村SMA・EW向け）

（注）分配金の計算過程（2020年12月８日～2021年12月６日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2020年12月８日～ 
2021年12月６日 

a. 配当等収益(経費控除後) 117,648,970円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,122,141,498円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 216,339,038円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,456,129,506円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 558円 

g. 分配金 13,026,765円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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